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第６章 農作業安全のための改善事例

リスクアセスメントを行うためには、「リスク・危険の特定」、「リスクの頻度」、「リス

クの重症度」の情報が必要である。

しかし、どれだけ危険であっても改善する方途がなければ、ただ「危ない、危ない」と

叫ぶだけとなり、結局「あれも注意、これも注意」とのみとなる。

ここでは、平成 23～ 26年度に実施した対面調査において、事故に遭った後、積極的に
改善を施している事例に多くであった。これらの事例は、直ぐに現場で役立つものもあれ

ば、少々資金の必要なものもある。しかし、いずれにしても実践的であり大いに参考とな

るものである。ここでは「物（機械・道具）」、「環境」、、「人」の改善事例のいくつかを

紹介する。

１．物（機械・道具）の改善事例

（１）面取り

北海道の十勝の農家箕浦邦雄さんは、購入した農業機械で面取りされていない機械は、

全て自分でサンダーなどで面取りを施しておられる。

また、ボルトなどはナット部分は引っかかりやすいので、ボルトの部分を植えに出し、

さらにボルトの頭の角も面取りされている。

また、面取り出来ない部分は、ゴムカバーを自前でつけておられる。

鹿児島で普及している柿の摘採機は、こ

れでもか、これでもかと全ての機械の部分

が面取りされている。

面取りできない部分には、ゴムカバー

摘採機（VALIANT製）の面取りは万全
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（２）死角をカバーする

おなじく箕浦さんの事例で、大型

のトラクターの運転中の死角を少し

でもなくするため、キャビンの室内

に新たにバックミラーを設置

（３）大型農機に回旋灯を設置

夜間や薄暗い時に道路走行中に、後続車の追突事故が多く発生している。

韓国では2013年１月以降販売する全てのトラクター、コンバインに回旋灯の設置が義務

づけられた。

以下、４葉の図は韓国の事例である。

新にバックミラーを設置

左後方の死角をカバー

警
光
燈

2013年１月以降販売の新車は全て「警光燈」の設置が義務化された
（それ以前に生産されたトラクター等であっても、新車であれば全て設置が義務化された。）

韓国の取組
回旋灯の設置
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警光燈

警光燈

警光燈

キャビン付以外の安全フレームのみのトラクターにも設置が義務化

警
光
燈

輸入車両にも設置が義務化：設置費用約３０００円
（個人で設置を希望する人に実費で設置）

実際には、車体の上に伸びる
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なお、北海道では自

主的に、トラクターな

どに回旋灯を設置され

ている事例が多くみう

けられる。

（４）回転部の「見える化」

十勝の箕浦さんは、色々な回転

部に、シールを貼り、回転してい

るとそのシールが目印となって回

転がわかるようにしておられる。

下記は、乾燥機の昇降機のプー

リーにシールを貼った事例であ

る。また、トラクター等に取りつ

けるユニバーサルジョイントのカ

バーが壊れた物には、直ぐに新品

わ購入出来ない場合は、ジョイン

トに黄色いテープを斜めに巻き付

け、回転部の「見える化」を図っ

ている。

警
光
燈

コンバインにも設置の義務化

回旋灯の設置要請を

赤：緊急車両
黄：道路維持
青：自主防犯
緑：運搬
紫：故障

回転部の見える化
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（５）離しても、握っても止まる

耕耘機・管理機などには最

近はトリガー機構が着いてい

る。押し下げると動き、離す

と止まる機構である。

右の事例のようにダッシン

グした場合、思わずダッシン

グを止めようと強く握る、瞬

時の事であり離せば止まるの

であるがほとんどの場合、踏

ん張って止めようとする。あ

る意味、人間の自然の反応で

ある。であるなら、離しても

止まるが、強く握っても止ま

るようには出来ないか。韓国

の農村振興庁では、このよう

な機構を持つシルバーカーを

開発した。最初、離せば止ま

るのみの機構しかなかった

が、利用者の方から、「坂道

で勢いよく走り出したら、思

わず知らず止めようと、必死

でクラッチを握っています」

との意見を取り入れ、無して

も止まるが、握っても止まる

機構のシルバーカーを開発し

た。利用者の声に耳を傾ける

ことが極めて重要と考えられた。

（６）蓋を開けたら、回転が止まるように

現在、洗濯機など身近な機械はなどは、回転

中に蓋を開けると回転が停止する。農業機械に

より多くの巻き込まれ事故が発生している。下

記の図は、ライムソワーで石灰を散布中に回転

部に石灰が詰まったので蓋を開けて詰まった石

灰を取り除いた瞬間、回転し腕を引きちぎられ

た事例である。

このように農業機械には、回転部が剥き出し

や「人」が直接触ることができる部分が極めて

男性・６３歳

硬い土の耕耘中、突然ダッシングして暴走。止めようとして
ハンドルとクラッチを握りしめ踏ん張ったが足が滑り、ロータ
リーの下に足が入り、ロータリーの刃が下腿部を貫通した

ダッシング：離しても・握っ
ても止まる機構

デッドマン方式の改善 握っても離しても止まる（韓国）

特許取得

トラクター・ライムソワによる外傷
Ｔｒａｕｍａｓ caused by tractor-lime sowers

蓋を開けたら、駆動が切れるように




